
「弘前×フランス」プロジェクト　弘前グローカル・アクション 発行

弘前大学フランス語ホームページ 
Place de la Francophonie/｢フランコフォニー広場」
→ http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/french/

新着情報・おすすめ情報はTOPページで一目瞭然！
Twitter・Facebookへも、サイドバーから簡単にアク
セスできます。

Twitter「豆知識・豆情報も積もれば... 山となる！」
→ https://twitter.com/Hirodai_French

Cercle Francophone/フランス語サークル
HPのオフ会活動 Cercle Francophone／フランス語
サークルは、いつでも誰でも参加自由。
活動報告、イベント予告は、HP更新前でも、まず
Facebookページでチェックできます！ 

編集：弘前大学人文学部3年　谷亜央唯・加藤尚輝
プロジェクトの正式名称：複言語・複文化教育プロジェクト（フランス語モデル）

「平成29年度弘前市市民参加型
 まちづくり１％システム」 対象事業

編 集 後 記
　今回初めて取材記事を書くということで、アポ取りや文章の書き方な

ど、わからないことが多く、最後まで書き上げることができるかとても不

安でした。しかし、先生や上級生、取材メンバーと日々情報共有をしな

がら、試行錯誤を重ねていくことで、なんとか完成させることができまし

た。また、フリージャーナリストの工藤健さんのアドバイスもいただいたこ

とで、さらに記事の完成度を高めることができたと思います。最後に、取

材に協力してくださったお店の方々、本当にありがとうございました。

　知っていましたか？　
2017年1月19日～2月
26日にかけて、ここ弘前を
舞台にして長編映画『泳ぎ
すぎた夜』の撮影が行われ
ていたことを。なんと主役
を演じる小学生はじめ、出
演者は全員地元住民。決
まったセリフはなく、アドリ
ブを取り入れながらのドキュメンタリーに近い形式だとか。津軽で生
まれ育った人々が、リアルに近い形で演じるからこそ伝わるものがある
に違いありません。
　主人公の少年はふとした思いつきから、市場で働く父親に自分の描
いた絵を届けようと冬の街へ。撮影は弘前市内を中心に行われ、弘南
鉄道やヒロロなど、市民にはなじみ深い場所がたくさん登場します。
　｢雪｣にこだわりのある作品のため、苦労したことは天候。イメージに
合う雪が降ってこない時には、寒空の下で待ち続けることも。録音技師
のジェロームさんも、慣れない雪の中での撮影には苦労したそうで
す。朝の冷気にきらめく白。冬晴れの心地よい空気感。撮影地に津軽を
選んだ五十嵐監督は、特に冬の夜の、街中にもかかわらず何もかも吸

い取ってしまったかのような無音の世界
に感動したとか。フランス人のマニヴェル
監督も、そんな津軽の冬を｢美しい｣と
絶賛。津軽には７つの雪が降るともいわ
れるように、刻一刻と変化していく｢雪景
色｣は、作中において重要な役割を果たし
ます。
　撮影現場には通訳の方も同行し、実際
にフランス語がかなり飛び交っていた様
子。撮影以降の工程はすべてフランスで
行われ、早ければ今年の冬に公開とのこ
と。弘前での上映も期待したいですね！
（人文社会科学部2年　西村萌々子）

ホームページ Facebookページ Twitter

Vol.7Tu sais,
j'ai trouvé!
あのね、見つけた！

ダミアン･マニヴェル×五十嵐耕平 共同監督

日仏共同映画『泳ぎすぎた夜』
（仏題：La nuit où j'ai nagé）

―映画監督も絶賛！ 津軽の冬の物語―
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